てんかんと雇用に関するセミナー趣意書

１　経緯と目的
　治療、専門病院の設置、という観点では、脳神経外科、神経内科、小児科、精神科を備えた拠点病院設置が全国で23都道府県に及び、脳神経外科手術や最新の抗てんかん薬で、発作が治まる患者数は急激に増えている。しかしながら、てんかん発作そのもの、重複する知的障害、精神疾患、高次脳機能障害などが影響し、雇用・就労には至れない方も多い。
　公益社団法人日本てんかん協会に寄せられる相談、ミーティングで語られる成人の悩みの多くは雇用・就労にまつわることです。
　一方、大手企業グループをはじめ企業やNPO法人など幅広い事業体が設置、日本全国に設置されている障害福祉サービスの就労移行支援事業所（2年間で一般企業等への就職を支援する事業所）は年々その数を増し、2022年2月現在、全国で3,000か所を数える勢いです。
それにもかかわらず、てんかんの方々からは、「そもそも就労移行支援事業所というものがあることを知らなかった」、「就労移行支援事業所に行ったが、てんかんのことを理解してもらえず、うまく使えなかった」、などの理由で、就労支援のサービスにうまく巡り合えない、または巡り合ったとしてもてんかんの方々にフィットするサービスが得られない、などの課題が発生しています。
公益社団法人日本てんかん協会では、毎月発行している機関紙「波」において年１～２回は雇用・就労に関する特集をしている、10年に１回くらい、雇用・就労に関する調査を行う、など、啓発や実態把握への努力をしてきたが、専門職の間から「てんかんは難しい。よくわからない。」などの声が絶え間なく聞こえてきます。
今回、私たちは、「本当に役に立つ雇用・就労セミナー」を開くことに決めました。

２　セミナーの建付け
　すでにセミナーは開始されています。2021年10月、「てんかんと就労」のテーマで、新横浜にてんかんのクリニックを開設されている寺田清人先生に講演をしていただいてから、関連情報を毎月の支部機関誌に掲載しつつ（就労移行支援事業所のてんかん受入れの状況調査結果、関連専門職の声、てんかん支援事業所への訪問調査結果など）、講師等の選定を続けています。
　準備の過程で明らかになりつつあることは、てんかんと雇用のセミナー開催にあたって、講師級の位置づけとしては、てんかん専門医で雇用にも詳しい方、複数に立っていただく、
てんかんの方々の就労支援を進めてきた方に立っていただく、てんかん発作がありながら働いている当事者の声、並びにてんかんの方を雇用している企業の方に立っていただく、というものです。
　150席用意する予定の客席に座っていただきたいのは、雇用・就労問題に悩む当事者・家族の方々、企業や事業主団体の方々、雇用主にもなる可能性のある行政の方々、多様な障害のある方々の雇用支援・就労支援に携わっている方、相談支援に携わっている方、更には、てんかん医療、リハビリテーションに携わっている方々。
　多様な方々に参加していただき、「てんかんのある方々の雇用・就労はどこまで進んでいるのか」「てんかんを専門にする就労支援センターは必要なのか」「てんかんを専門にする就労支援センターを設立するとしたら、どこにどう建てるべきかべきか」を、しっかりと話し合ってゆきたいと思います。

３　セミナー後、目指すもの
　かつて、2003年4月から2006年3月にかけて、社団法人日本てんかん協会では、厚生労働省から依頼を受けて、精神障害者職業自立啓発事業を実施、精神障害者雇用啓発誌を毎年作成するとともに、全国5か所で100名規模のセミナーを実施、2005年6月の障害者雇用促進法改正を勝ち取りました。
　その甲斐あって、2006年４月から精神障害者保健福祉手帳所持者は障害者雇用率にカウントされるようになり、2018年４月から精神障害者の雇用義務化につながっています。
　同年に厚生労働省が行った障害者雇用実態調査において一般企業で雇用されているてんかんの方々は4.7％（統合失調症は31.2％、そううつ病は25.8％）となっていますが、てんかんの方々の雇用方法について、きちんとした整理をし、支援方法を整えれば、より多くのてんかんの方々が雇用される可能性があります。
　セミナー後は、①てんかん専門の就労支援センター設置、②就労支援センターへの、
てんかんに関する知識、技術の提供を目指します。
　詳細は、次項及び、添付の案内状をごらんください。
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５　時間割、役割、チラシ骨子

（1） 会　場　横浜ラポール
（2） 実施日　2022年8月21日（日）
（3） 参加費　1,000円

　　10：45　開会総合司会　加藤　哉、青栁智夫
　　11：00　基調講演　寺田清人先生（てんかんと発達の横浜みのる神経クリニック院長）
　　　　　　「てんかん概論、雇用調査の結果、支援ツール」

　　13：00　シンポジウム「てんかん患者はどうすれば働けるのか」
　　　　　　座長　寺田清人先生
　　13：03　「私の働き方」株式会社パソナハートフル　松下逸郎　様　
[bookmark: _Hlk104792328]　　13：15　「てんかんがある方の雇用、障がい者雇用に思うこと」
　　　　　　 株式会社パソナハートフル　常務　坂口　亨　様　
　　13：30　寺田先生コメント

　　13：35　「名古屋での、クリニック等による就労支援の取り組み」
　　　　　　　すずかけクリニック院長　福智寿彦先生 
　　14：15　Q＆A、ディスカッション
　　14：30　（休憩～14：45）
　　
　　14：45　「診察室で就労を支援する」田中正樹先生（田中神経クリニック院長）
　　15：15　 Q＆A、総合討論
　　　　　　「てんかん患者はどうすれば働けるのか」
　　16：00　終了　
　　




